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細分野

細分野の進捗度【C】

細分野

細分野の進捗度【C】

「市民ができること」取組状況
【市民満足度調査 R2.8月実施】

「十分取り組んでいる」+
「取り組んでいる」

（参考）前回

A：５年後のまちをすでに実現している　　B1：５年後のまちの実現に向けて順調に進んでいる　　B2：５年後のまちの実現に向けて概ね順調に進んでいる
C1：５年後のまちの実現にはもう少し努力が必要である　C2：５年後のまちの実現には努力が必要である　C3：５年後のまちの実現には相当努力が必要である

総合計画審議会からの「5年後のまち」実現に向けた提言等

①
個人レベルで健（検）診や食事、運動等に関心を持ち、積極的・定期的に受診している。

53.7% -
・若年層の「健康」への関心が低いことが課題だと思われる。各種検診やイベントについて実施日時、実施場所、費用負担等を検討し、若い
人が受診、参加しやすい環境づくりに努められたい。
・自殺死亡率が増加している。今後、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、健康不安や子どもの鬱、働き盛り世代の失業などによる、更な
る自殺死亡率の増加が危惧されるので、早急に対策を講じられたい。②

悩みや困難を抱えた人を孤立させないため、気になる人を見かけた時に声をかけ、必要時
には見守りや相談機関につなげている。 13.3% -

成果（進捗度選択の理由）【C】

課題解決のために必要な要素【A】

C1

こころの健康づくりに向け、情報配信や
人材育成に取り組んでいるが、コロナ
禍で自殺の要因とされる生活困窮や孤
独等が発生しやすい状況は継続すると
予想される。今後も変化しやすい環境
に適した情報配信や体制づくりが必要
であることから、C1と評価した。

51.2%

コロナ禍において、経済的困窮や他者との接
触機会の減少により孤独を感じやすい等、自
殺に至る要因が発生しやすい状況である。相
談場所の情報提供や、自身およびまわりの変
化に気づくことの重要性を発信（メンタルヘル
スシステムの活用推奨）、相談場所や支援情
報の配信等を継続的に実施する必要がある。
また、今後の課題として、自殺の危険性が高
い人を把握した際に連携がとりやすいような
体制づくりが挙げられる。部署を超えた情報
連携や個人情報の取り扱い等について他市
の取り組みを参考に実施にむけ検討を進めた
い。

②自殺死亡率（人/10万人）

②５

（　　啓発　　　）

寿大学受講者を対象にゲート
キーパー研修を実施。

自殺予防対策リーフレットに
掲載の関係機関・関係各課へ
掲載について相談し、窓口設
置等の協力を依頼。

生活困窮者への支援やこころ
の健康についての相談窓口を
まとめたリーフレットを作成し、
商工会議所に、所属する事業
者へ配布を依頼。

市民実感度
【市民満足度調査 R2.8月実施】

（参考）
前回　-％

13.39

②
心
の
健
康

②住民同士の声かけや
助け合い活動、相談機
関の活用により、心の健
康が維持でき、自分らし
く生きがいを持ち、安心
して暮らすことができて
いる。

②３
健康づくりリーダーの養成にあたっ
て、ゲートキーパーに関する内容をよ
り充実させ、人材育成を図ります。

本市の自殺対策の重点施策の対象として掲げられている高齢
者への取り組みとして、寿大学受講者を対象にゲートキー
パー研修を実施（131名参加）。アンケート結果からは、まわり
の人の変化への気づきや重要性、話の聴き方についての認
識が高まった等の意見が多かった。受講前後で比較すると、
自殺への社会的取り組みの必要性や、自殺は身近な問題とし
て捉えるべきものであるという認識を持つ人が10％増加した。

生駒市自殺対策計画に基づき、庁内
横断的な相談支援体制を整えます。

令和元年度より自殺対策協議会を開催。今年度は全国や本
市の自殺の現状、コロナ禍において自殺者が増加する危険性
が高まっており、現状分析を行うことや、支援の情報発信の方
法を工夫するなど、全庁で自殺対策に取り組む必要があるこ
とを共有した。

「５年後のまちが実現している
と思う」+「どちらかといえば実
現していると思う」の割合

指標【C】

実績値

R2 R2

11.8

目指す値

50.5%
（参考）

前回　-％
（　データ分析　）

5年後のまち【P】
5年後のまちの実現に効果のあった取組

（効果のあった取組から順に）【D】
取組による5年後のまちへの効果の内容とその根拠【C】 多様な主体との協創による取組【C】

5年後のまちを実現する
にあたっての課題とその解決方法【A】

①８
禁煙相談やイベントを開催し、禁煙や
受動喫煙防止の啓発を行います。

令和元年度より、ふるさと生駒応援寄付金を活用し、「禁煙サポートプ
ログラム」というインターネットシステム利用。市看護職員が個々の悩
みに応じた応援メールで禁煙をサポートし、令和2年度は参加者の5割
が卒煙に成功。卒煙成功後も1年間の継続フォローを実施し、これま
でに5名が1年後も禁煙を持続できている。また、コロナ禍において、禁
煙イベント等が中止となったが、Twitterで37回/年に渡り、受動喫煙や
新型たばこの害について啓発。その他、乳幼児健診やマタニティコン
シェルジュの窓口で禁煙リーフレットを配布。

課題解決のために必要な要素【A】

B1

パソコンやスマホの活用、SNSを使った
情報配信など若い世代に身近な手段で
事業を実施できたことから、B1と評価し
た。今後も、市民が利用しやすく身近な
場所で健康づくりに関心を持ち意識づ
けてもらえうような環境づくりを検討し実
施したい。

R1
①７

生駒健康ウォーキングマップを活用し
た歩こう会や地域組織に同マップを活
用した運動事業を推進します。

「生駒健康ウォーキングマップ24」のコースを活用した『歩こう会』は、29年
度より開始。市民団体の協力を得て、コースの先導やストレッチ指導に加
え、市内の名所のガイドを実施。4年間で、24コースのうち16コースを市民
とともに歩いた。令和2年度は、コロナ禍においても市民が身近に健康づく
りを継続できるよう、生駒市観光ボランティアガイドの会の協力を得て名所
の音声ガイドを作成し、マップやホームページ、オープンデータに掲載。歩
こう会もコロナ対策を講じながら行い、日々の健康づくりにつなげることが
できた。また、いこマイウォーキング倶楽部では、事業評価のためアンケー
ト調査を実施。約8割強の方に運動習慣が身に付いたとの結果が得られ
た。

目指す値 実績値

R1

5年後のまちを実現する
にあたっての課題とその解決方法【A】

指標【C】

①
身
体
の
健
康

①健（検）診や地域の活
動により、一人ひとりが
自然に健康に対する関
心を持ち、元気で生きが
いを持った市民が増えて
いる。

①２

科学的根拠に基づくがん（胃・子宮・
肺・乳・大腸）検診の実施と精度管理
による質の確保及び受診しやすい体
制を整えます。

生駒市がん検診指定医療機関に対し、検診体制にかかる確認を実
施。また、「精密検査未報告者」の受診状況報告を依頼し、精密検査
受診率の向上とがん検診の質の確保に努めることができた。子宮頸
がん個別検診については、県内の子宮頸がん検診実施医療機関に
対し、個別契約の締結を依頼し15医療機関と契約。受診しやすい環境
づくりにつなげることができた。また、令和2年度当初は、コロナ禍によ
るがん検診の受診控えが窺えたが、感染予防対策に努めながら、
Twitterも活用し早期発見の必要性について啓発、受診勧奨を行っ
た。

●生駒市がん検診指定医療
機関に対し、検診の精度管理
の順守確認や精密検査未報
告者報告を依頼し報告を受け
た。また、子宮頸がん個別検
診は、県内15子宮頸がん検
診実施医療機関と個別契約
を締結。
●歩こう会は、市民団体（生
駒市健康づくり推進員連絡協
議会、生駒市観光ボランティ
アガイドの会）の協力により実
施。
●卒煙成功者の体験談を
Twitterの啓発で活用。

　

データを活用しターゲットを絞り込んだ受診勧
奨を実施予定。また、事業の有効性について
の分析や評価が必要。

運動事業（歩こう会等)に関しては、地域に根
差した活動として展開していくことを目標とし
て、今年度から自治連合会での歩こう会を実
施予定。

・令和元年から2年間活用していたPC専用の
システムを変更し、R3年度からはスマホやPC
で手軽に利用できるアプリを採用予定。より手
軽に、確実な禁煙サポートを受ける事が可能
となる。
禁煙すすめ隊(禁煙サポートOB,生駒市健康
づくり推進員連絡協議会)の結成により、地域
に根差した広報活動の強化を実施予定。

①がん検診精密検査受診率（％）

多様な主体との協創による取組【C】

市民実感度
【市民満足度調査 R2.8月実施】

87.1 86.38

「５年後のまちが実現している
と思う」+「どちらかといえば実
現していると思う」の割合

成果（進捗度選択の理由）【C】

1-1-1  健康づくり

5年後のまち【P】
5年後のまちの実現に効果のあった取組

（効果のあった取組から順に）【D】
取組による5年後のまちへの効果の内容とその根拠【C】
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小分野：各施策の大綱を構成する最も基本的な単位となる３０の施策。
1

細分野：３０の

小分野のもと、

７９の細分野を

設定したもの。

2

５年後のまち：各細

分野において、市民

や事業者、行政が

共に５年後に実現を

目指す将来の暮らし

や、まちの姿、行動

3

「５年後のまち」について、市民の実感とし

てまち全体がどの程度実現しているかを

アンケートで調査。

（※令和２年度市民満足度調査結果）

4

「行政の５年間の主な取組」に掲

げる項目のうち、特に「５年後のま

ち」の実現に向けて効果のあった

取組を3つ以内で選択。

5

選択した各取組について、令和２年度に実施したこと、

実施したことが５年後のまちの実現にどのように効果が

あったかの説明。

6

「多様な主体との

協創」の項目のう

ち、令和２年度に

実施したものとそ

の効果。

8

５年後のまちを実現するにあ

たっての課題と、どのようにそ

の課題を解決していこうと考え

ているかの説明。

9

課題解決のために必要な要素のチェック

10
５年後のまちの実現に向けて、その達成

度を測る「ものさし」として設定した指標の

実績値及び各年度において目指す値。

11

５年後のまちの進捗度を6段階で選択

Ａ：５年後のまちをすでに実現している

Ｂ1：５年後のまちの実現に向けて順調に進んでいる

Ｂ2：５年後のまちの実現に向けて概ね順調に進んでいる

Ｃ1：５年後のまちの実現にはもう少し努力が必要である

Ｃ2：５年後のまちの実現には努力が必要である

Ｃ3：５年後のまちの実現には相当努力が必要である

12

５年後のまちの進捗度を選択した

理由

13

前年度総合計画審議会からいただいたご意見等を記載。

※検証後は今年度のご意見に書き換えます。

14

「市民ができること」について、市民の取組

状況をアンケートで調査。

（※令和２年度市民満足度調査結果）
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